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編 集 の 言 葉 
 『交通信号の手引』は"赤本"と称され，昭和 44 年の初版以来、本会発行の『平面交差の

計画と設計－基礎編』（通称"青本"）とともに本会の看板出版物として親しまれてきました．

しかし旧版の発行から 10 年が経過し，交通信号を取り巻く情勢も変化してきたため，『改訂 

交通信号の手引』として今般の改訂に至ったものです． 

 この改訂にあたっては，全体の章構成は現行版を踏襲したものの，実務者へヒアリングを

するなどして，読みやすい，使いやすい本とすべく編集に工夫を凝らしました．たとえば，記

号一覧を設けて本書を通して用法の統一を図り，また巻末に用語集を設けて実務の場で

活用しやすいようにしています．また，平成 14 年に改訂された"青本"との記述の齟齬を解

消し統一をはかるとともに，古いものを最新の信号制御に関する内容に更新する，応用的

内容よりもむしろ基本事項の充実を図り，実務技術者に活用されるよう分かりやすく記述す

る，などを心がけました．さらに，需要率（旧飽和度）、クリアランス距離など，いくつかの重要

な用語や概念の変更・修正も行なっています． 

 近年，道路占有許可規制の緩和や交通まちづくりの取組み，また大規模店舗立地法に

おける交通協議の場など，交通信号制御に関わる分野の範囲が広がってきています．この

ような広がりを見せる中で，多くの方々にご活用頂けるよう，可能な限り廉価な価格に設定しました．これを機会に，これ

まで以上に，本書が専門家のための手引書として，また関係分野の研究者の教科書として，幅広く活用されることを願っ

ています． 
 

◆ 現場実務の初心者・初学者にとって読みやすいよう丁寧で分かりやすい記述 
◆ 歩車分離信号やプログラム形成制御(MODERATO)など最新の制御方式を紹介！ 
◆ 信号制御設計の基本から応用まで，豊富な図でその設計方法や留意点を網羅 
◆ A4版で字も大きくなり，価格もぐんとお求めやすくなりました！ 

－－－ 『平面交差の計画と設計』最新版と併せてご活用ください －－－ 
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 交通工学研究会は，1966 年(昭和 41 年)に任意団体として発足

して以来，交通事故も多発しやすく，交通容量上もボトルネック

となりやすい平面交差点を対象として，その交通整理・制御を行

なう「交通信号」の制御技術に関する理論と技術に関する知識とノウハウの蓄積に努力して

参りました．その成果は，1969 年(昭和 44 年)に『信号機設置運用マニュアル』として刊行

され，1979 年(昭和 54 年)に社団法人として生まれ変わった後の 1983 年(昭和 58 年)には，

『交通信号の制御技術』を刊行しました．さらに 1994 年(平成 6年)には，『交通信号の手引』

として新しく生まれ変わりました．この間，交通信号制御に関するわが国唯一の専門実務

参考書として，平面交差部の幾何構造の計画と設計に係わる『平面交差の計画と設計』と

共に，現場技術者や専門研究者に活用されてきました．しかしこの『交通信号の手引』発

行から既に 10 年余が過ぎ，新しい制御手法の導入や，新しい考え方，概念などを取り入れる必要性が生じてま

いりました．また，信号制御のような交通運用改善策の重要性の認識の高まりと共に，これまで以上に幅広い

立場の方々に，信号制御の基礎と応用について理解を深めていただけることが重要となってまいりました．こ

のような背景で改訂された『改訂 交通信号の手引』では，初心者・初学者にも読みやすく，気軽に手にとっ

て活用できるよう随所で工夫されております．今回の改訂を機会に，安全で円滑な交通社会の実現に向けて，

これまで以上に幅広い多くの実務者に本書をご活用いただけますようお願い申し上げます． 

(社)交通工学研究会 

会長  荒牧 英城 

 

 

 世の中に，これで完璧だ，これ以上改善の余地なしとされる

技術なんてそうはない．交通工学研究会は，交通信号の制御技術

に関する手引書を昭和 44 年に初めて世に問うてこのかた，書名

を変えながら都合３回に渡りその改訂を重ねている．まずは，信号制御技術の熟成汎用化

に込めた関係者の思いの深さに感じ入る．このたびの改訂方針は，大幅な修正は行わず記

述内容の更新と基本的な事項の充実を図ることにあったとか．とはいえ，全体構成は従来

を踏襲するものの，現行版の精査・再吟味の証しは愚直なまでに各章の隅々にまで及ぶ．

たとえば，基本用語に関する概念規定の見直し，最新の制御方式の紹介や運用事例の充実，

重要な用語や変数・記号の一覧，理解し易くするための様々な工夫等々，本書はその作業

て

め

を
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工学アナリスト 

木戸 伴雄 

故にむしろ新鮮さすら覚える．本書を初めて手にする向きはもとより，継続的に活用され

いる方々にとっても，こういった執筆者らの努力は，なかなかの読み応えとなって心に響くはず．ここに改

て，信号技術のバイブルとも目される本書をお求めいただき，一度ならず幾度もお手に取り熟読されんこと

お勧めしたい． 
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